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主日礼拝    

 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

「わたしは知っている 

わたしを贖う方は生きておられ 

ついには塵の上に立たれるであろう。」 

                       (ヨブ記 19:25) 
 

頌栄  26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 

イースターのリタニー   
 

司式者：こころが真っ暗になったところに 

会 衆：イエスさまは、戻ってきてくださった。 

司式者：怖くて震えていた、お弟子さんたちのところに 

会 衆：イエスさまは、戻ってきてくださった。 

司式者：かなしくて泣いていた、わたしたちのところに 

会 衆：イエスさまは、戻ってきてくださった。 

司式者：喜びのあいさつをしましょう 

会 衆：イースター、おめでとう！ 

司式者：イエスさまは、よみがえられた！ 

会 衆：ハレルヤ！ 

みんな: イエスさまは、本当によみがえられた！ 

ハレルヤ!! 

 
賛美 1-2,3「主イェスよ、われらに」 
 

 
 

 
 

祈祷 

 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 

聖書 ヨハネによる福音書 20:19～31 
                       新約(新共同訳)P210 

19その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人を恐れて、

自分たちのいる家の戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが来て真ん中に

立ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。20 そう言って、

手とわき腹とをお見せになった。弟子たちは、主を見て喜んだ。 21イエ

スは重ねて言われた。「あなたがたに平和があるように。父がわたしをお

遣わしになったように、わたしもあなたがたを遣わす。」22 そう言って

から、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい。23 だれの

罪でも、あなたがたが赦せば、その罪は赦される。だれの罪でも、あなた

がたが赦さなければ、赦されないまま残る。」24 十二人の一人でディデ

ィモと呼ばれるトマスは、イエスが来られたとき、彼らと一緒にいなかっ

た。25 そこで、ほかの弟子たちが、「わたしたちは主を見た」と言うと、

トマスは言った。「あの方の手に釘の跡を見、この指を釘跡に入れてみな

ければ、また、この手をそのわき腹に入れてみなければ、わたしは決して

信じない。」26 さて八日の後、弟子たちはまた家の中におり、トマスも

一緒にいた。戸にはみな鍵がかけてあったのに、イエスが来て真ん中に立

ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。27 それから、トマ

スに言われた。「あなたの指をここに当てて、わたしの手を見なさい。ま

た、あなたの手を伸ばし、わたしのわき腹に入れなさい。信じない者では

なく、信じる者になりなさい。」28 トマスは答えて、「わたしの主、わ

たしの神よ」と言った。29 イエスはトマスに言われた。「わたしを見た



から信じたのか。見ないのに信じる人は、幸いである。」30 このほかに

も、イエスは弟子たちの前で、多くのしるしをなさったが、それはこの書

物に書かれていない。31 これらのことが書かれたのは、あなたがたが、

イエスは神の子メシアであると信じるためであり、また、信じてイエスの

名により命を受けるためである。 
 
 

 

賛美 197「ああ主のひとみ」 

 

 
説教  「真ん中に立つイエスさま」 
 

賛美 329「目覚めよ、歌えよ」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

 

後奏  
 

司 式 要田 悟史 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 福原 之織 


